
広報にしのおもて

平成 31（2019）年度
　　　　　当初予算…７

http://www.city.nishinoomote.lg.jp/

▲柳原移住記念祭  薩摩川内市・甑島から関係者が訪問…５

古田  新茶の初摘み始まる…３

さとうきび新品種
「はるのおうぎ」
　品種登録出願中‼…８

平成31年4月25日発行



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

②

平成 31年度入学者数
　榕城小…103 名
　上西小…  0 名
　下西小…15 名
　国上小…  5 名
　伊関小…  7 名
　安納小…  1 名
　現和小…  1 名
　安城小…  2 名
　古田小…  2 名
　住吉小…  7 名
　種子島中…133 名

　

４
月
８
日
（
月
）
市
内
小
・
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
古
田
小
、

伊
関
小
は
２
年
ぶ
り
の
新
入
生
）。

　

先
生
や
上
級
生
、
保
護
者
や
地
域
の

方
の
温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
入
場
し

た
新
入
生
。
式
中
は
少
し
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、
式
後
の
記
念
撮
影
で
は
、

上
級
生
に
囲
ま
れ
、
笑
顔
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
へ
文
房
具
等
を
寄
贈

　

交
通
安
全
協
会
種
子
島
地
区
協
会

　

種
子
島
地
区
安
全
運
転
管
理
協
議
会

　

鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

３
月
25
日
（
月
）、
交
通
安
全
協
会
種

子
島
地
区
協
会
・
種
子
島
地
区
安
全
運
転

管
理
協
議
会
が
「
交
通
安
全
ワ
ッ
ペ
ン
」
と

「
鉛
筆
」
を
、
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
「
定
規
」
を
新
入
学

児
童
全
員
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

教育長が受け取り各学校へ配布しました

県トラック協会   交通安全協会・
  安全運転管理協議会

市
内
小
・
中
学
校　

卒
業
式
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

卒
業
お
め
で
と
う
！

入
学
お
め
で
と
う
！

▲伊関小学校の卒業生と担任教諭

▲古田小の入学生（前列中央 2名）上級生と

平成 30年度卒業者数
　榕城小…89 名
　上西小…  6 名
　下西小…21 名
　国上小…  5 名
　伊関小…  4 名
　安納小…  4 名
　現和小…  5 名
　安城小…  1 名
　古田小…  2 名
　住吉小…  10 名
　種子島中…137 名

　

３
月
13
日（
水
）、22
日（
金
）、市
内
小
・

中
学
校
で
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
伊
関
小
学
校
卒
業
生
は
、

４
名
。
卒
業
生
の
門
出
を
祝
う
家
族
や

地
域
の
方
が
見
守
る
中
、
児
童
４
名
は

学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

式
中
で
は
、
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ

と
校
旗
を
手
渡
し
、
伝
統
を
し
っ
か
り

と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
「
川
迎
な
か
よ
し
会
」
は
、
地
域
内
の

高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
、
定
期
的
に
元

気
ア
ッ
プ
体
操
や
お
茶
会
を
開
き
、
見

守
り
活
動
や
介
護
予
防
活
動
な
ど
、
健

康
増
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

島
外
の
大
学
生
と
も
交
流
し
、
種
子
島

弁
で
種
子
島
、
西
之
表
市
の
良
い
と
こ

ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
（
日
）
市
民
フ
ェ
ア
で
受
賞

し
た
奨
励
賞
の
副
賞
で
、
室
内
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行

い
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
川
迎
な
か
よ
し
会
」

市
地
域
づ
く
り
団
体
奨
励
賞
を
受
賞

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

市政の窓
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昨
年
よ
り
３
日
早
い
初
摘
み

　
　

古
田
新
茶
の
収
穫
始
ま
る

　

３
月
23
日
（
土
）、
古
田
地
区
で
新
茶

の
摘
み
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本

一
早
い
種
子
島
の
お
茶
。
今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
て
順
調
に
生
育
し
、
昨
年
よ

り
３
日
早
い
初
摘
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
や
や
か
な
若
緑
色
の
新
芽
が
伸
び
、

茶
畑
全
体
に
爽
や
か
な
景
色
が
広
が
る

な
か
、
２
名
（
２
圃
場
）
の
生
産
者
が

初
摘
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ミ
ル
ク
の
よ
う
な
ほ
の

か
な
香
り
と
甘
味
が
特
徴
の
品
種
「
松

寿
」
約
５
０
０
ｋ
ｇ
を
収
穫
。
収
穫
し

た
茶
葉
は
す
ぐ
に
茶
工
場
に
運
搬
し
、

約
85
㎏
の
荒
茶
に
加
工
さ
れ
ま
し
た
。

羽
生
健
人
さ
ん　

全
国
高
校
選
抜
大
会
（
相
撲
）
で
３
位

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

３
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）、
高

知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園
相
撲
場
で

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会

相
撲
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
羽
生
健
人
さ

ん（
鹿
児
島
商
業
高
校
１
年
・
松
畠
出
身
・

西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ
出
身
）
は
、
個
人

80
㎏
級
で
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
は
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
第
３
位
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。　
　

※
学
年
は
大
会
時
点

大
型
旅
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
寄
港　

約
５
０
０
名
が
来
島

　

３
月
28
日
（
木
）、
大
型
旅
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
が
、
西
之
表
港
に
寄
港
し
、
約

５
０
０
名
の
方
が
来
島
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
が
、
乗
客
の
方
々
は
、
鉄
砲

館
や
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
巡
る
ツ
ア
ー
で

種
子
島
を
堪
能
。
港
で
振
る
舞
わ
れ
た

安
納
い
も
の
焼
き
芋
も
美
味
し
そ
う
に

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
港
前
に
は
、
種
子
島
鉄
砲
太
鼓
の

演
奏
と
火
縄
銃
の
試
射
が
披
露
さ
れ
、

種
子
島
ら
し
い
演
出
に
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

感謝状を手にする松下さん（中央左）

　

３
月
14
日
（
木
）、
種
子
島
警
察
署
で

交
通
安
全
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
種
子
島
警
察
署
長
か
ら
松

下
由
美
子
さ
ん
（
鴨
女
町
）
へ
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、
種
子
島
地
区
の
交
通
安

全
・
地
域
安
全
活
動
に
従
事
。
市
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
も
約
36
年
交
差
点
で
の

街
頭
指
導
に
取
り
組
み
、
島
内
の
交
通
事

故
抑
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、
３
月
20
日
（
水
）
に

最
後
の
街
頭
指
導
を
行
い
、
指
導
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
へ
感
謝
状
贈
呈

　

松
下
由
美
子
さ
ん
（
鴨
女
町
）

市政の窓
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種
子
島
し
お
さ
い
留
学　

５
名
が
１
年
の
留
学
を
修
了

　

３
月
25
日
（
月
）、
市
民
会
館
で
「
種

子
島
し
お
さ
い
留
学
」
修
了
式
を
行
い
、

５
名
（
上
西
小
３
名
、
現
和
小
２
名
）

の
留
学
生
が
１
年
間
の
留
学
を
修
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
式
へ
出
席
し
た
の
は
上
西
小

へ
通
学
し
た
３
名
。
塩
﨑
義
政
会
長（
し

お
さ
い
留
学
推
進
連
絡
協
議
会
）
か
ら

修
了
証
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
、「
一
輪
車
の
練
習
を
頑

張
り
、
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

そ
ば
打
ち
体
験
が
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

西
之
表
港
を
中
心
と
し
た
港
町
再
生
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
み
な
と
ま
ち
再
生
未
来
会
議
』
を
開
催

　

市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

目
指
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
「
港
町
再
生

基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
市
民
、
出
郷

者
の
方
々
か
ら
な
る
「
み
ん
な
の
み
な

と
ま
ち
研
究
所
（
み
な
と
ラ
ボ
）」
を
設

置
し
、「
現
在
、
西
之
表
市
に
住
む
人

た
ち
に
と
っ
て
も
港
町
の
可
能
性
を
最

大
限
に
活
か
す
こ
と
」
と
、「
地
域
外
の

方
々
に
と
っ
て
も
魅
力
を
感
じ
る
港
町

を
つ
く
る
こ
と
」
の
２
つ
の
方
向
性
か

ら
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

商
工
会
や
関
係
機
関
の
代
表
者
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
や
市
役
所
内
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、「
世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
宝
を
は
ぐ
く
む
み
な
と
ま
ち
」
を
大
方

針
と
す
る
構
想
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
と
取
組
内
容
を
報
告
す
る
た
め
、
３
月
24
日
（
日
）、
商
店
街
ま
ち
か
ど

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、「
み
な
と
ま
ち
未
来
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
甑
島
を
拠
点
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
豆
腐
屋
な
ど
多
様
な
事
業
を
展
開
す
る
「
東

シ
ナ
海
の
小
さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
」
代
表
取
締
役
の
ヤ
マ
シ
タ
ケ
ン
タ
氏
が

「
誰
も
知
ら
な
い
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
な
と
ラ
ボ
に
参
加
し
た
市
民
の
方
々
が
、
実
際
に
取
り
組
ん
だ
「
み

な
と
ま
ち
あ
る
き
カ
ル
タ
」
や
「
み
な
と
カ
フ
ェ
」、「
芭
蕉
布
に
よ
る
の
れ
ん
づ
く
り
」

等
に
つ
い
て
説
明
。
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
構
想
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
な
と
ラ
ボ
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
）

７
名
が
留
学
生
と
し
て
仲
間
入
り

　

４
月
５
日
（
金
）、
市
民
会
館
で
「
種

子
島
し
お
さ
い
留
学
」
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
の
留
学
生
は
７
名（
１

名
は
昨
年
か
ら
継
続
）
で
、
そ
の
う
ち

の
２
名
は
、
今
年
度
か
ら
受
け
入
れ
を

始
め
た
「
親
子
留
学
」
の
留
学
生
で
す
。

　

親
子
留
学
は
、
保
護
者
同
伴
で
市
内

の
住
宅
に
住
み
、
学
校
に
通
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
今
後
市
内
４
つ
の
小
学
校

（
上
西
小
２
名
・
国
上
小
２
名
・
現
和

小
２
名
・
安
城
小
１
名
）
に
そ
れ
ぞ
れ

通
い
ま
す
。
地
域
の
特
色
を
感
じ
な
が

ら
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

▲種子島しおさい留学説明会 ▲種子島しおさい留学修了式

④市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

市
内
小
・
中
学
校
へ
着
任

　

新
任
・
転
入
教
職
員
34
名

　

４
月
９
日
（
火
）、
市
民
会
館
で
「
新

任
・
転
入
教
職
員
宣
誓
式
」
を
行
い
、

34
名
の
教
職
員
（
う
ち
２
名
事
務
職
員
）

が
本
市
に
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、濱
田
洋
介
教
諭
（
榕
城
小
）、

日
髙
航
事
務
職
員
（
現
和
小
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
教
職
員
を
代
表
し
て
宣
誓
書
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、柏
木
昇
校
長
（
種
子
島
中
）
が
、

「
市
の
教
育
発
展
の
た
め
、
誠
実
に
取

り
組
む
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

４
月
１
日
（
月
）、鈴
木
剛
生
さ
ん
（
写

真
右
・
ふ
る
さ
と
納
税
支
援
）、
遠
矢

望
さ
ん
（
同
右
か
ら
３
番
目
・
移
住
定

住
支
援
）
が
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
牧
盛
義
さ
ん
（
写
真
右
か

ら
２
番
目
・
国
上
）、
上
薗
洋
子
さ
ん

（
同
左
か
ら
１
番
目
・
古
田
）、
中
園
由

美
子
さ
ん
（
同
左
か
ら
２
番
目
・
安
納
）、

落
合
麻
里
代
さ
ん
（
同
左
か
ら
３
番
目
・

下
西
）、
が
集
落
支
援
員
に
就
任
し
ま

し
た
。
集
落
支
援
員
は
、
集
落
点
検
の

実
施
、
校
区
運
営
サ
ポ
ー
ト
等
に
取
り

組
み
ま
す
。
※（  

）中
は
担
当
業
務
・
校
区

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
、

集
落
支
援
員
４
名
が
就
任

　

島
内
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
喜
多
一
郎

監
督
映
画
「
ラ
イ
フ
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ

ン
グ
ボ
ー
ド
２
ｎ
ｄ  

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
」
の
公

開
日
が
５
月
31
日
（
金
）
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

３
月
28
日
（
木
）、松
原
奈
佑
さ
ん
（
同

映
画
出
演
女
優
）、
荒
木
政
臣
委
員
長

（
同
映
画
実
行
委
員
会
）、
田
上
寛
容
副

委
員
長
（
同
映
画
実
行
委
員
会
）、
が

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

映
画
は
、
種
子
島
を
舞
台
に
サ
ー

フ
ァ
ー
を
描
く
作
品
。
松
原
さ
ん
は
看

護
師
資
格
を
持
ち
、
撮
影
期
間
中
は
役

作
り
の
た
め
、
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

で
看
護
師
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

５
／
31
か
ら
映
画
公
開

　

ラ
イ
フ
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ン
グ
ボ
ー

ド
２
ｎ
ｄ  

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

田上副委員長（右）、荒木委員長（左）、松原さん（左から 2番目）

柳
原
移
住
記
念
祭  

薩
摩
川
内
市
・

甑
島
か
ら
市
長
ら
関
係
者
が
訪
問

　

４
月
14
日
（
日
）、
柳
原
公
民
館
で

移
住
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
の
敷
地
に
あ
る
記
念
碑

に
、
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
甑
島

（
現
在
の
薩
摩
川
内
市
）
か
ら
19
戸
が

移
住
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
移
住
か
ら
１
３
３
周
年
を
迎
え
た

今
年
、
薩
摩
川
内
市
か
ら
、
岩
切
秀
雄

市
長
や
、
甑
島
の
方
々
な
ど
13
名
が
記

念
祭
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

岩
切
市
長
は
、あ
い
さ
つ
の
中
で
「
柳

原
と
甑
の
交
流

が
今
後
も
親
し

く
活
発
に
な
さ

れ
る
こ
と
を
願

う
」
と
話
し
ま

し
た
。

新地節の披露▲岩切市長（薩摩川内市）

⑤ 市政の窓



市
長
独
言
№ 25
…
馬
毛
島
の
朝
日

　

俳
人
中
村
草
田
男
に「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」の
句
が
あ
り
ま
す
。

「
明
治
」
は
45
年
、「
大
正
」
は
15
年
、「
昭
和
」
は
64
年
、「
平
成
」
は
31
年
に
改
元
し
、

新
元
号
は「
令
和
」で
す
。昭
和
生
ま
れ
に
は「
ふ
る
里
や
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
元
号
の
典
拠
が
万
葉
集
と
さ
れ
ま
す
が
、
種
子
島
も
短
歌
づ
く
り
が
盛
ん
で

す
。
私
が
所
属
す
る
短
歌
会
の
例
会
に
先
月
、
久
々
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
自
作
の
歌
を
持
ち
寄
り
、
互
い
に
評
し
合
い
ま
す
。
次
は
拙
作
の
一
つ
。

　
　

馬
毛
島
や
朝
日
が
今
日
も
に
こ
に
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
が
る
東
に
同は
ら
か
ら胞
の
島

　

作
歌
の
動
機
は
過
日
、
馬
毛
島
小
中
学
校
卒

業
生
が
歌
う
校
歌
を
聞
い
た
こ
と
で
す
。
初
め

て
耳
に
し
た
感
動
か
ら
、
歌
詞
を
織
り
込
み
ま

し
た
。
歌
詞
全
四
番
の
一
番
は
次
の
通
り
で
す
。

　

朝
日
が
今
日
も
に
こ
に
こ
と
／
東
の
空
に
上

が
る
と
き
／
み
ん
な
の
小
屋
か
ら
煙
立
ち
／
平

和
な
島
よ
こ
の
里
は
／
あ
あ
馬
毛
島
小
中
学
校

　
（「
小
中
学
校
」
は
「
し
ょ
う
ち
ゅ
う
こ
う
」

と
読
み
ま
す
）

　

馬
毛
島
と
種
子
島
は
、
大
き
い
方
が
小
さ
い

方
を
抱
く
よ
う
に
並
び
、
血
を
分
け
た
兄
弟
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
人
々
の
思
い

を
共
有
す
る
、
か
け
が
え
の
な
い
同
胞
の
島
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
に
無
人
島
に
な
っ
た
馬
毛
島
の
日
の
出
を
私
が
初
め

て
見
た
の
は
７
年
前
の
夏
で
し
た
。
太
陽
は
種
子
島
の
奥
か
ら
昇
り
ま
す
。
漆
黒

の
闇
に
種
子
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
広
が
り
、
馬
毛
島
を
包
み
込
む
よ
う
に
金
色
の

太
陽
が
空
と
海
峡
を
赤
く
染
め
、
母
の
胎
内
の
温
も
り
を
思
わ
せ
る
パ
ノ
ラ
マ
が

し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　

朝
日
は
、
新
時
代
の
始
ま
り
を
思
わ
せ
ま
す
。
私
は
馬
毛
島
が
市
民
の
身
近
に

戻
る
日
を
夢
想
し
て
い
ま
す
。

【材料】（4人分）
えんどう　　　　　　………　400 ｇ
小玉ねぎ　　　　　　………　12 個
にんじん　　　　　　………　1本
ベーコン（1cm厚さ）………　40 ｇ
ローリエ（なくてもよい）………　1枚
スープ　　　　　　　………　カップ 3
バター　　　　　　　………　大さじ 1
塩　　　　　　　　　………　少々
こしょう　　　　　　………　少々

【作り方】
①　小玉ねぎは皮をむき、火の通りをよくするため芯のところに十文字のかくし包丁を入れる。にんじ
　んは皮をむいて 5㎜厚さのいちょう切り、ベーコンは 1cm幅に切る。
②　鍋にバターを煮溶かしてベーコンを炒める。小玉ねぎ、にんじんを加えてさっと炒め、分量のスー
　プを入れ、ローリエを加えて煮る。
③　あくをていねいにすくい取って、塩、こしょうで味をつけ、最後にえんどうを加えてやわらかくな
　るまで煮込む。

第 144弾
えんどうと小玉ねぎのスープ煮
まるごと玉ねぎのスープ★種子島の旬の食材を

　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

種子島の奥から昇る朝日

⑥市政の窓



一般会計【歳入・歳出の内訳】

一般会計予算額
103 億 4,600 万円（前年度比 1.4％増）
特別会計予算額
47 億 3,366 万 6,000 円（前年度比 2.2％増）

主な実施事業（分野ごとに抜粋）
くらし
分野

しごと
分野

…東京都浅草に特産品のアンテナショップ的なブースを設置し、首都圏での情報発信やＰＲ活
動を行う事業（13 頁参照）、東京オリンピックでのポルトガル共和国のホストタウン登録に伴
いオリンピック参加者や関係者、日本人オリンピアンとの交流を行うことで交流人口の増加を
図る事業など。

ひと
分野

…学校施設の改修・整備を行う事業、郷土の歴史を後世に継承するため市史の編さんに着手す
る事業、高校生までの季節性インフルエンザの予防接種費用の一部助成を行う事業、低所得者・
子育て世帯主向けのプレミアム付商品券の発行事業など。

ぎょうせい
分野

…財源の確保、返礼品による地元特産品の振興を図るため、地域おこし協力隊を配置し、ふる
さと納税の取り組みを推進する事業（5頁参照）など。

平成 31（2019）年度予算

歳入 【単位：億円】

地方交付税
41.2
39.8％

市税
14.3
13.8％

国庫支出金
14.5
14.1％

県支出金
9.4
9.1％

市債
7.9
7.6％

その他
16.2
15.6％

歳出 【単位：億円】

民生費
33.4
32.3％

総務費
17.4
16.8％公債費

12.2
11.8％

教育費
8.1
7.8％

衛生費
9.4
9.1％

農林水産業費
8.4
8.1％

土木費
5.9
5.7％

消防費
4.9
4.7％

その他
3.8
3.7％

…木造住宅の耐震診断・改修工事費、住宅の改修工事費の一部を助成する事業（９頁参照）、
集落支援員を委嘱し地域の維持活性化を図る事業（5頁参照）、介護職・医療職等の人材不足を
補うため首都圏の女性によるモニターツアーと就活ツアーを実施する事業など。

　本市では、平成 30（2018）年度より第６次長期振興計画を基盤とする市政がスタートしています。
2025 年度までの 8年間を期間とした基本構想がまとめられ、「人・自然・文化－島の宝が育つまち」を市
の将来像として、これを実現するため、くらし分野、しごと分野、ひと分野及びぎょうせい分野での目標
を設定しています。2019 年度は、第６次長期振興計画の 2年目であることを意識しながら、それぞれの
部門の各々の事業が、どの分野のどの施策にどの程度貢献しているのか、しっかり確認しながら事業を推
進していくことが、成果を達成していくために重要となります。このため、行政評価の更なる充実を図る
とともに、予算と連動した仕組みを定着させていきます。 

⑦ 市政の窓



さとうきび新品種
「はるのおうぎ（系統名：KY10-1380）」品種登録出願中‼
　九州沖縄農業研究センター種子島研究拠点（安納）などが、熊毛地域向けの新品種を 10 年がかりで開
発しました。これは、さとうきび野生種を製糖用品種の育成に活用した国内最初の例で、3月 28 日（木）、
中種子町油久の実証ほ場に、関係者が植え付けを行いました。

さとうきび生産の現状
　農家戸数の減少に伴い、大規模化及び機械化が急速に進行したことで、特に「株出し」における収量
低下が課題となっています。

  新品種「はるのおうぎ」の特徴
  〇主要品種「農林 8号」に比べて茎数が多く、多収。
  〇収穫後の株出し萌芽性に優れるため、株出しでかなり多
　収となる。

  〇糖度は「農林 8号」と同程度。
  〇株の引き抜きにも強いため、機械収穫適性に優れること
　が期待されている。

  〇優れた萌芽性を活かした株出し継続年数の増加、植え替
　え頻度の低減による省力化も期待される。

今後のスケジュール
2019 年度…中種子町油久の種苗管理センターで原苗生産
2020 年度…西之表市が原苗生産（予定）
2021 年度…原苗の農家配布、農家による苗生産（予定）
2022 年度…本格的な生産、出荷の見込み

生産力回復を図るため
今年度も「さとうきび反収向上対策事業」を実施します

①株出し管理作業
　収穫後の株出管理作業を適期実施することで、収量アップが期待できる。

②さとうきび作地力増進対策
　土壌の酸性化・硬化が改善され、持続的なさとうきび生産が期待できる。

③生産力向上支援
　マルチ被覆により、生育初期に地温上昇を図ることができ、収量アップが期待できる。

【事業内容】農業公社への作業委託（下の①～③）に伴う作業料金の一部助成
【補 助 率】市 1／ 3以内

作業種   作業内容
一貫作業   株揃え＋根切り・排土＋施肥＋薬剤散布＋マルチ被覆
株出作業   根切り・排土＋施肥＋薬剤散布＋マルチ被覆
中耕作業   中耕＋施肥
培土作業   ※ミニトラによる作業
薬剤散布   ※ハイクリブームによる作業

作業種   作業内容
土壌改良作業   堆肥散布＋土壌改良資材散布＋深耕作業＋整地

作業種   作業内容
植付マルチ作業   植付作業＋マルチ被覆

▲実証ほ場（中種子町油久）に「はるのお
うぎ」の苗を植えました

▲はるのおうぎ…九州沖縄農業研究
センターが南種子町で実施している
実証ほ場で撮影
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住
宅
改
修
・
耐
震
診
断

　
　
　
　

各
種
補
助
金
制
度

　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅
の
改
修

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】
工
事
費
（
消
費
税
を
含
む
）

の
１
／
10
相
当
額
（
上
限
15
万
円
）

【
受
付
期
間
】

　

５
月
10
日
（
金
）
〜
12
月
27
日
（
金
）

【
対
象
者
】

　

⑴
か
ら
⑶
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

⑴
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
（
個
人
）
で
市
税
等
の
滞
納
が

な
い
方

①
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
の
所
有
者
で
、

そ
の
住
宅
に
現
在
居
住
し
て
い
る
方

②
親
族
（
一
親
等
以
内
）
が
所
有
す
る

住
宅
に
現
在
居
住
し
て
い
る
方

③
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
予
定
者
で
市
内
に
所

有
す
る
住
宅
を
改
修
し
、
将
来
居
住
を

予
定
し
て
い
る
方

⑵
市
が
実
施
す
る
他
の
同
様
な
補
助
金

や
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

⑶
当
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方

【
対
象
と
な
る
工
事
】

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
工
事

⑴
市
内
の
工
事
施
工
業
者
が
行
う
工
事

⑵
住
居
部
分
に
関
す
る
修
繕
や
改
装
、

増
築
工
事
（
駐
車
場
・
車
庫
・
塀
な
ど

住
居
外
の
部
分
の
工
事
は
対
象
外
）

　

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工
事
は
浄
化
槽

補
助
以
外
の
部
分

⑶
消
費
税
を
含
む
工
事
費
が
20
万
円
以

上
の
工
事

⑷
２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
、
実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
も
の

〇
市
住
宅
改
修
工
事
補
助
金

　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】
耐
震
診
断
費
の
２
／
３

相
当
額
（
上
限
６
万
円
）

【
受
付
期
間
】
５
月
10
日
（
金
）
か
ら

予
算
額
に
達
す
る
ま
で

【
対
象
者
】
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

〇
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
補
助
金

⑴
耐
震
診
断
を
行
う
木
造
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
（
転
居
ま
た
は
市
外

か
ら
の
転
入
が
見
込
ま
れ
る
方
を
含
む
）

⑵
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑶
当
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
木
造
住
宅

⑴
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築（
着

工
）
し
た
も
の

⑵
２
階
建
て
以
下
か
つ
５
０
０
㎡
以
下

の
も
の

⑶
現
に
居
住
し
て
い
る
も
の
（
転
居
ま

た
は
市
外
か
ら
の
転
入
が
見
込
ま
れ
る

も
の
を
含
む
）

⑷
２
０
２
０
年
３
月
31
日（
火
）ま
で
に
、

実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
も
の

　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】
耐
震
診
断
費
の
23
／

１
０
０
相
当
額
（
上
限
30
万
円
）

【
受
付
期
間
】
５
月
10
日
（
金
）
か
ら
予

算
額
に
達
す
る
ま
で

【
対
象
者
】
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

⑴
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
木
造
住
宅
の

所
有
者
ま
た
は
居
住
者

⑵
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑶
当
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方

〇
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
金

　

市
で
は
、
次
の
通
り
補
助
金
の
交
付

を
行
い
ま
す
。

　

次
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
改
修

工
事
を
開
始
す
る
前
に
必
要
書
類
を
揃

え
て
市
役
所
建
設
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助

と
な
り
ま
す
の
で
、
年
度
途
中
で
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
前
に
、

現
在
実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
建
設
課
建
築
住
宅
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
３
８
／
２
４
０

【
対
象
と
な
る
工
事
】
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
耐
震
改
修
工
事

⑴
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
の
な
い

木
造
住
宅
を
構
造
耐
力
上
安
全
に
な
る

よ
う
補
強
す
る
工
事

⑵
２
階
建
て
以
下
で
、
か
つ
５
０
０
㎡

以
下
の
木
造
住
宅

⑶
２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
、
実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
も
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成

医
療
機
関
受
検
項
目
の
変
更

　

市
政
の
窓
４
月
号
13
ペ
ー
ジ
『「
人

間
ド
ッ
ク
」・「
脳
ド
ッ
ク
」
等
の
助
成

を
行
い
ま
す
』
の
記
事
中
「
本
市
と
契

約
し
て
い
る
医
療
機
関
」
の
内
容
に
次

の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

脳
ド
ッ
ク
×

（
変
更
後
）

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

脳
ド
ッ
ク
〇

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
脳
ド
ッ
ク

の
受
検
が
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
１
１
／
３
１
２

⑨ 市政の窓



⑩

　

市
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
、
4
月
1

日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り

発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）
で
記
載

平
成
31
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

神
村
弘
二
／
企
画
課
長
兼
政
策
調
整
担
当

日
笠
山
昭
代
／
農
業
委
員
会
事
務
局
長

濵
渡
友
子
／
監
査
委
員
事
務
局
係
長
併
公

平
委
員
会
事
務
局
係
長

小
山
田
八
重
子
／
教
育
委
員
会
総
務
課
長

兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
政
策
調
整

担
当

長
野
一
代
／
市
民
生
活
課
主
査

濱
尾
実
／
議
会
事
務
局
長

戸
川
信
正
／
建
設
課
長
兼
政
策
調
整
担
当

平
成
31
年
４
月
１
日
付

【
課
長
級
】

松
下
成
悟
／
議
会
事
務
局
長
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
長
）

園
田
博
己
／
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
農

林
水
産
課
長
）

𠮷
田
孝
一
／
教
育
委
員
会
総
務
課
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
政
策
調
整
担
当

（
市
民
生
活
課
長
兼
政
策
調
整
担
当
）

長
野
望
／
健
康
保
険
課
長
兼
政
策
調
整
担

当
（
健
康
保
険
課
長
）

森
真
樹
／
企
画
課
長
兼
政
策
調
整
担
当（
高

齢
者
支
援
課
長
）

岩
下
栄
一
／
経
済
観
光
課
長
兼
政
策
調
整

担
当
（
経
済
観
光
課
長
）

古
田
一
男
／
建
設
課
長
（
建
設
課
技
術
補

佐
兼
建
築
住
宅
係
長
）

川
畑
利
昭
／
市
民
生
活
課
長
（
市
民
生
活

課
総
括
補
佐
兼
西
京
苑
管
理
係
長
）

沖
田
純
一
郎
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

課
長
級
参
事
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

補
佐
級
参
事
）

下
川
昭
代
／
高
齢
者
支
援
課
長
（
企
画
課

総
括
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
）

中
野
賢
二
／
農
林
水
産
課
長
（
農
林
水
産

課
総
括
補
佐
）

中
里
千
秋
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

柳
田
さ
ゆ
り
／
企
画
課
総
括
補
佐
兼
歴
史

文
化
活
用
係
長
（
企
画
課
長
補
佐
兼
歴
史

文
化
活
用
係
長
）

平
石
栄
夫
／
農
林
水
産
課
総
括
補
佐
兼
水

産
係
長
（
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
水
産
係

長
）

山
田
正
次
／
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長

（
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
管
理
・
登
記
係
長
）

川
畑
浩
一
郎
／
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
補
佐
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
）

鮫
嶋
健
司
／
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整

係
長
（
経
済
観
光
課
長
補
佐
兼
観
光
交
流

係
長
）

下
村
英
之
／
福
祉
事
務
所
次
長
（
福
祉
事

務
所
次
長
兼
市
民
総
合
相
談
係
長
）

高
橋
英
樹
／
農
林
水
産
課
技
術
補
佐
兼
農

業
土
木
係
長
（
農
林
水
産
課
農
業
土
木
係

長
）

日
笠
山
望
／
地
域
支
援
課
長
補
佐
兼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
長
（
地
域
支
援
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
長
）

山
田
睦
美
／
健
康
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保

年
金
係
長
（
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係
長
）

深
田
修
史
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

補
佐
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
（
市
民
生
活

課
環
境
安
全
係
長
）

深
田
弘
樹
／
農
林
水
産
課
長
補
佐
（
農
林

水
産
課
営
農
振
興
係
長
）

【
係
長
級
】

河
内
尚
子
／
福
祉
事
務
所
市
民
総
合
相
談

係
長
（
税
務
課
市
税
係
長
）

古
元
哲
哉
／
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係
長

（
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係
長
）

山
中
寿
和
／
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援

係
長
（
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
長

兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

上
門
誠
／
市
民
生
活
課
西
京
苑
管
理
係
長

（
財
産
監
理
課
主
査
）

落
合
和
昭
／
財
産
監
理
課
管
理
・
登
記
係

長
（
財
産
監
理
課
主
査
）

山
中
良
子
／
税
務
課
市
税
係
長
（
福
祉
事

務
所
主
査
）

永
田
和
孝
／
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係
長

（
農
林
水
産
課
主
査
）

牧
太
洋
／
建
設
課
建
築
住
宅
係
長
（
総
務

課
付
主
査
〔
種
子
島
地
区
広
域
事
務
組
合

派
遣
〕）

古
田
真
／
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係
長（
経

済
観
光
課
主
査
）

鎌
田
公
代
／
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係
副

長
（
健
康
保
険
課
主
査
）

織
田
春
美
／
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係
副

長
（
健
康
保
険
課
主
査
）

中
脇
裕
一
／
建
設
課
土
木
係
副
長
（
建
設

課
技
術
主
査
）

木
村
る
み
子
／
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

援
係
副
長
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
高

齢
者
支
援
課
技
術
主
査
）

【
主
査
級
】

濱
尾
大
悟
／
税
務
課
主
査
（
農
林
水
産
課

主
査
）

深
田
裕
可
里
／
農
林
水
産
課
主
査
（
総
務

課
付
主
査
）

深
田
健
／
福
祉
事
務
所
主
査
（
税
務
課
主

査
）

久
保
孝
平
／
総
務
課
付
主
査
〔
種
子
島
地

区
広
域
事
務
組
合
派
遣
〕（
企
画
課
主
査
）

木
澤
俊
和
／
建
設
課
技
術
主
査
（
財
産
監

理
課
技
術
主
査
）

浦
口
将
幸
／
教
育
委
員
会
総
務
課
技
術
主

査
（
建
設
課
技
術
主
査
）

橋
元
玲
二
／
企
画
課
主
査
（
高
齢
者
支
援

課
主
査
）

野
村
育
美
／
経
済
観
光
課
主
査
（
企
画
課

主
査
）

久
留
康
平
／
総
務
課
付
主
査
〔
鹿
児
島
県

東
京
事
務
所
派
遣
〕（
経
済
観
光
課
主
査
）

川
村
勇
矢
／
水
道
課
主
査
（
福
祉
事
務
所

主
査
）

松
尾
裕
子
／
健
康
保
険
課
技
術
主
査
（
健

康
保
険
課
）

川
口
真
紀
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
高
齢

者
支
援
課
）

小
田
竜
馬
／
建
設
課
技
術
主
査
（
建
設
課
）

田
中
利
宗
／
地
域
支
援
課
主
査
（
地
域
支

市
職
員
の
人
事
異
動

市政の窓



⑪

熊
毛
地
区
消
防
組
合
人
事
異
動

　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
は
、
平
成
31
年
３

月
31
日
、
4
月
1
日
付
で
職
員
の
人
事
異

動
を
次
の
と
お
り
発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）
で
記
載

平
成
31
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

栁
川
孝
幸
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
長

上
妻
初
生
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
予
防
課
長

兼
西
之
表
消
防
署
副
署
長

平
成
31
年
４
月
１
日
付

【
人
事
異
動
等
】

鮫
島
友
次
郎
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防

長
兼
政
策
調
整
担
当
（
次
長
兼
警
防
課
長

兼
西
之
表
消
防
署
長
）

遠
藤
豊
／
次
長
兼
総
務
課
長
（
総
務
課
長
）

松
元
博
之
／
警
防
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
）

潮
稔
／
予
防
課
長
兼
西
之
表
消
防
署
副
署

長
（
予
防
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
予
防
主
幹
兼
分
隊
長
）

援
課
）

岩
元
里
美
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
高
齢

者
支
援
課
）

濵
脇
龍
郎
／
総
務
課
主
査
（
総
務
課
）

内
田
智
弘
／
農
林
水
産
課
主
査
（
農
林
水

産
課
）

上
別
縄
守
／
農
林
水
産
課
主
査
（
農
林
水

産
課
）

渉
皓
貴
／
農
業
委
員
会
事
務
局
技
術
主
査

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

木
原
舞
／
健
康
保
険
課
技
術
主
査
（
健
康

保
険
課
）

小
倉
哲
平
／
企
画
課
主
査
（
企
画
課
）

【
一
般
職
】

舩
元
葉
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
税

務
課
）

馬
場
健
／
税
務
課
（
健
康
保
険
課
）

益
田
美
香
／
総
務
課
付
（
農
林
水
産
課
）

油
田
真
之
佑
／
財
産
監
理
課
（
税
務
課
）

岩
元
圭
悟
／
農
林
水
産
課
（
福
祉
事
務
所
）

緒
方
昇
大
／
福
祉
事
務
所
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
）

大
田
真
奈
美
／
税
務
課
（
総
務
課
付
）

竹
原
雄
斗
／
経
済
観
光
課
（
高
齢
者
支
援

課
）

長
田
唯
人
／
財
産
監
理
課
（
水
道
課
）

【
再
任
用
職
員
】

山
下
雅
子
／
健
康
保
険
課

貴
島
美
紀
子
／
福
祉
事
務
所

長
野
一
代
／
市
民
生
活
課

濵
渡
友
子
／
監
査
委
員
事
務
局
併
公
平
委

員
会
事
務
局

【
新
規
採
用
】

野
平
孝
輔
／
建
設
課

福
山
俊
宏
／
高
齢
者
支
援
課

有
富
幸
祐
／
福
祉
事
務
所

羽
生
佑
樹
／
農
林
水
産
課

吉
本
季
丸
／
健
康
保
険
課

田
中
安
優
美
／
高
齢
者
支
援
課

桐
野
隆
帆
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

日
髙
一
歩
／
経
済
観
光
課

中
山
駿
／
財
産
監
理
課

福
倉
海
斗
／
税
務
課

松
浦
真
／
健
康
保
険
課

坂
元
孝
徳
／
西
之
表
消
防
署
長
（
警
防
課

長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
主
幹
兼
分

隊
長
）

牧
瀨
守
／
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防

署
警
防
主
幹
兼
分
隊
長
（
警
防
課
救
急
係

長
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
長
兼
分
隊
長
）

大
田
太
／
予
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防

署
予
防
主
幹
兼
分
隊
長
（
鹿
児
島
県
消
防

学
校
派
遣
〔
総
務
課
付
係
長
〕）

深
田
力
／
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
総
務

係
長
兼
西
之
表
消
防
署
）

牧
内
敬
一
／
予
防
課
危
険
物
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
長
兼
分
隊
長
（
予
防
課

危
険
物
係
長
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
長
）

美
坂
浩
幸
／
総
務
課
総
務
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
（
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署
）

栁
田
継
司
／
予
防
課
予
防
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
予
防
係
長
（
予
防
課
主
査
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
主
査
）

中
里
孝
二
／
警
防
課
救
急
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
警
防
係
長
（
警
防
課
主
査
兼
西
之

表
消
防
署
警
防
係
主
査
）

松
原
貴
志
／
予
防
課
主
査
兼
西
之
表
消
防

署
予
防
係
主
査
（
総
務
課
主
査
兼
西
之
表

消
防
署
）

古
田
友
也
／
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署（
西

之
表
消
防
署
庶
務
係
）

永
田
大
士
／
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署（
予

防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
）

美
園
一
輝
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予

防
係
（
南
種
子
分
遣
所
）

野
里
健
太
／
南
種
子
分
遣
所
（
警
防
課
兼

西
之
表
消
防
署
警
防
係
）

榎
本
宇
宙
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
（
予

防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
）

【
階
級
昇
任
】

鮫
島
友
次
郎
／
消
防
監
（
消
防
本
部
）

遠
藤
豊
／
消
防
司
令
長
（
消
防
本
部
兼
総

務
課
）

坂
元
孝
徳
／
消
防
司
令
長
（
西
之
表
消
防

署
）

牧
瀨
守
／
消
防
司
令
（
警
防
課
兼
西
之
表

消
防
署
）

大
田
太
／
消
防
司
令
（
予
防
課
兼
西
之
表

消
防
署
）

深
田
力
／
消
防
司
令
（
総
務
課
）

美
坂
浩
幸
／
消
防
司
令
補
（
総
務
課
兼
西

之
表
消
防
署
）

栁
田
継
司
／
消
防
司
令
補
（
予
防
課
兼
西

之
表
消
防
署
）

中
里
孝
二
／
消
防
司
令
補
（
警
防
課
兼
西

之
表
消
防
署
）

【
新
規
採
用
】

榎
元
倖
大
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
消
防
技
師

西
村
大
智
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
消
防
技
師

浦
上
青
空
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防

係
消
防
技
師

木
原
知
希
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防

係
消
防
技
師

市政の窓



⑫

　
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
と
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
個
人
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
の
取
り
扱
い
の
原
則

を
定
め
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
自
分

に
関
す
る
情
報
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
も

し
も
間
違
っ
た
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
に
つ

い
て
は
、
本
人
か
本
人
の
法
定
代
理
人

が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数　

　

１
７
７
件

1 行政文書の開示請求の処理状況
請

求

件

数

請求の決定内容
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
8 7 1 0 0 0 0 0

2行政文書の開示請求の実施機関別処理状況

実施機関 請
求
件
数

左の処理状況
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
市長 4 3 1
教育委員会 3 3
選挙管理委員会 0
公平委員会 0
監査委員 0
農業委員会 0
固定資産評価審査委員会 0
市議会 1 1
合計 8 7 1

3 不服申立ての状況…審査請求件数　0件

■問い合わせ先
　市役所総務課法制文書係　℡ 22-1111 内線 277

②
保
有
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
及
び

利
用
停
止
の
請
求
件
数
並
び
に
こ
れ
ら

に
対
す
る
対
応
状
況

　

（1）
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
…
０
件

　

（2）
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
請
求
…
0
件

　

（3）
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
請
求
…
0
件

③
不
服
申
立
て
の
状
況

　
　

審
査
請
求
件
数
…
0
件

　
「
情
報
公
開
制
度
」
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
市
の
保
有
す

る
行
政
文
書
を
広
く
公
開
す
る
制
度
で

す
。
西
之
表
市
で
は
、
平
成
14
年
7
月

1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
実
施
状
況
を
左
表
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
組

【
平
成
30
年
度
取
り
扱
い
状
況
の
公
表
】

公衆無線 LAN（Wi-Fi スポット）をご利用ください
　市では災害時や観光等の情報支援のため、公衆無線 LAN環境を整備しています。ぜひご活用ください。
【利用方法】
　平時は 60 分× 4回／日の使用が可能です。通信機器（パソコン、スマートフォン、タブレット端末）
などのWi-Fi 接続画面で、SSID「Nishinoomote_Free_Wi-Fi」を選択し、画面の指示に従って接続してくだ
さい。メール認証方式や SNS アカウントによる認証方式があります。特に大きな災害時には、認証不要で
制限なく使用できます。

公衆無線 LAN（Wi-Fi スポット）設置場所

■問い合わせ先  市役所  ℡ 22-1111《区長事務所、校区公民館等…地域支援課コミュニティ推進係（内線215）》
《海水浴場等…経済観光課観光交流係（内線 272/273）》　《その他…総務課防災消防係（内線 205/206）》

地域 設置場所 地域 設置場所 地域 設置場所

榕城

西之表市民会館（1Ｆ）
下西

下西校区公民館
安城

安城中央公民館
西之表市民会館（3Ｆ） 勤労青少年ホーム 安城小学校体育館
西之表市民体育館 下西小学校体育館 鉄浜海岸
老人福祉センター

国上
国上区長事務所 立山 立山公民館

保健センターすこやか 国上小学校体育館 立山小学校体育館
かもめ児童館 浦田海水浴場 古田 古田中央公民館
美浜児童センター 伊関 伊関多目的ふれあい交流館 古田小学校体育館
榕城校区公民館 伊関小学校体育館 中割 こうのみね館
榕城小学校体育館 安納 安納校区会議所

住吉
住吉中央公民館

種子島中学校体育館 安納小学校体育館 住吉小学校体育館

上西 上西区長事務所 現和 現和区長事務所 よきの海水浴場
上西小学校体育館 現和小学校体育館

市政の窓



　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
、
４
月
か
ら
東
京
浅
草
「
ま
る
ご

と
に
っ
ぽ
ん
」に
本
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
的
な
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
は
、
多
様
性

の
あ
る
和
の
文
化
の
魅
力
を
集
め
た
商

業
施
設
。
こ
の
施
設
の
３
階
に
あ
る「
お

す
す
め
ふ
る
さ
と
」
に
通
年
で
本
市
の

特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

特
産
品
の
販
売
以
外
に
も
、
観
光
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
情
報
な
ど
地
元
の
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

種
子
島
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
首
都
圏
向
け
に
種
子
島
を
発

信
し
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
ご

親
戚
・
ご
友
人
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第 1期販売商品（予定）
種子島サブレ・種子島ラスク
黒糖ピーナツ・黒糖芋かりんとう
干し安納芋・希少種子島茶「松寿」
特撰たねがしま茶・香るお茶種子島糖
焼酎 SEGODON & TSUN・しま甘露
しま甘露（PET 容器）・黒糖落花生甘納豆
種子島産安納芋甘納豆・らっきょう飴
ガジュマル飴・安納芋のジュース
黒潮シーズニング（オーシャン・ハーブ・柚子）
冷凍芋（安納紅・紫）・飛魚さつまあげ
能野焼フリーカップ

東京浅草にアンテナブース出展！

※商品は 4半期ごとに一部入れ替わることがあります。

　

４
月
下
旬
か
ら
９
月
頃
ま
で
は
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
・
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守

る
た
め
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
で
は
、

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ
ガ

メ
を
捕
獲
、
卵
を
採
取
す
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
２
人
の
監
視
員
が
上
陸
・
産

卵
状
況
調
査
、
保
護
に
あ
た
り
、
平
成

30
年
度
１
６
６
回
の
上
陸
と
１
１
１
回

の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

母
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
、
ふ
化

し
た
子
ガ
メ
が
無
事
に
海
に
帰
れ
る
よ

う
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
協
力
を

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

①
ウ
ミ
ガ
メ
は
光
や
音
に
敏
感
で
、
悪

影
響
を
与
え
る
た
め
、
砂
浜
で
灯
り
を

つ
け
た
り
、
喫
煙
し
た
り
し
な
い
。

②
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
産
卵
を
や
め
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
上
陸
中
や
穴
掘
り

中
の
カ
メ
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

③
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
は
、
浜
辺
を
歩

き
回
っ
た
り
、
騒
い
だ
り
し
な
い
。

④
海
や
浜
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

企
画
展
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
展

〜
姉
妹
都
市
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ

交
流
の
軌
跡
〜
」
開
催

　

種
子
島
と
歴
史
的
に
縁
の
深
い
ポ
ル

ト
ガ
ル
共
和
国
や
姉
妹
都
市
ヴ
ィ
ラ
・

ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
の
交
流
の
軌
跡
を
ご

紹
介
し
、
今
後
さ
ら
な
る
交
流
の
発
展

を
目
指
し
て
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】

　

４
月
26
日
（
金
）
〜
６
月
２
日
（
日
）

　

８
時
30
分
〜
17
時

　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

※
企
画
展
の
み
の
見
学
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー「
鉄
砲
館
」

　

℡
２
３
‐
３
２
１
５
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市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
館
内
に
検
索
端
末
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
来
館
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
貸
出
中
の
本
の
み
予
約
が
で
き
ま
す
。
予
約
の
た
め
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
図
書

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
を
借
り
る
と
き
】

　

利
用
カ
ー
ド
は
島
内
に
住
所
が
あ
れ
ば
作
成
で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
票
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
お
ひ
と
り
５
冊
ま
で
２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
月
の
行
事
案
内
】

〇
親
子
読
書
会

　

毎
月
第
２
土
曜
日
、
午
後
２
時
か
ら
30
分
間
ほ
ど
、

季
節
や
行
事
に
ち
な
ん
だ
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま

す
。
当
日
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
】

〇
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

読
み
た
い
本
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
の
検
索
や
貸

出
中
の
時
の
予
約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

〇
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
の
職
員
が
調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

〇
居
住
地
返
却

　

利
用
者
の
方
が
鹿
児
島
県
立
図
書
館
で
借
り
た
本

を
当
館
に
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
の
予
約
が
可
能
に

　
　
　
　
　

〜
西
之
表
市
立
図
書
館
ご
利
用
案
内
〜

●開館時間
　9時～ 19 時（4月～ 10 月）
　9時～ 18 時（11 月～ 3月）
●休館日
　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合
は開館し、翌日が振替休日）
※西之表市立図書館ホームぺ－ジ
　　http://nishinoomote-lib.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

普
段
の
生
活
の
中
で
「
人
権
」
を
意
識
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

人
権
と
は
、「
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ

て
い
る
必
要
不
可
欠
な
様
々
な
権
利
」
の
こ
と

で
す
。
差
別
や
偏
見
の
な
い
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
の
大
切
さ
を
認
め
る
と
と
も
に
他
の
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
教
育
に
お
い
て
は
、「
親
自
身
が
偏
見

を
持
た
ず
、
差
別
を
し
な
い
、
許
さ
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て
い
く
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ご
家
庭
で
も
人
権
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
リ
ー
ズ
人
権 

№
１

№ 196

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
家
庭
教
育

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
相

談
員
が
家
庭
上
の
お
悩
み
な
ど
家
庭
教
育
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

ご
相
談
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

家
庭
教
育
相
談
窓
口
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

の
ご
案
内
〜
す
べ
て
の
事
業
者

の
方
に
関
係
が
あ
り
ま
す
〜

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
は
、
対
象
品
目
を
取
り

扱
う
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
消
費
税
の
納

税
義
務
が
な
い
免
税
事
業
者
の
方
を
含

め
、
多
く
の
事
業
者
の
皆
様
に
関
係
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
軽
減
税
率
制
度
や
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
日
程
】

対
象
者

開
催
日
時

法
人
事
業
者

５
月
８
日
（
水
）

　

15
時
〜
16
時
30
分

個人事業者
農
業
、
漁
業

以
外
の
方

５
月
24
日
（
金
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

農
業
、
漁

業
の
方

５
月
24
日
（
金
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
種
子
島
合
同
庁
舎
２
階
共
用
会
議

室
（
西
之
表
市
西
之
表
１
６
３
１
４
‐
６
）

【
説
明
会
の
内
容
】

①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
概
要

②
事
業
者
支
援
措
置（
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
）

③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

※
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署
調
査
部
門

　

℡
２
２
‐
０
４
４
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

⑭市政の窓



国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

℡
2
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

　
「
日
本
に
は
、
わ
ざ
い
か
外
国
人
観
光
客
が
来
と
い
み
た
い
や
け
ど
、
種
子
島
に
も
来

と
い
ち
ゅ
？
」

　

皆
さ
ん
は
、ど
れ
く
ら
い
日
本
に
外
国
人
旅
行
客
が
来
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
統
計
で
は
、
10
年
前
の
２
０
０
９
年
に
は
約

６
７
９
万
人
だ
っ
た
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
は
、
２
０
１
８
年
に
は
約
３
１
９
１
万
人

（
４
・
７
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、国
が
観
光
立
国
を
目
指
し
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、訪
日
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
や
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
等
を
行
い
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
客
）

の
取
り
組
み
拡
大
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

種
子
島
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
外
国
人
旅
行
客
は
少
な
い
も
の
の
、
最
近
で

は
海
外
の
衛
星
を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
訪
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
数
年
前
か
ら
外
国
語
表
記
を
入

れ
た
観
光
案
内
標
識
の
設
置
を
進
め
、
平
成
30
年
度
に
は
浦
田
海
水
浴
場
、
鉄
浜
海
岸
、

よ
き
の
海
水
浴
場
へ
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
、
喜
志
鹿
崎
灯
台
へ
の
ト
イ
レ
整
備
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

ま
す
ま
す
推
進
さ
れ
て
い
く
国
際
交
流
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▲訪日外国人旅行客数…出典
「日本政府観光局（ＪＮＴＯ）」

№１

31,191,856 人

28,691,073 人

24,039,700 人

19,737,409 人

13,413,467 人

10,363,904 人

8,358,105 人

6,218,752 人

8,611,175 人

6,789,658 人

2018 年

2017 年

2016 年

2015 年

2014 年

2013 年

2012 年

2011 年

2010 年

2009 年

▲喜志鹿崎灯台に
整備したトイレ

⑮ 市政の窓



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

消費生活の窓
●
「
ア
ポ
電
」
か
も
…

　
　

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
出
る
の
は
危
険
！

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
　西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306
　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

◎
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
警
察
相
談
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

年
金
手
帳
を
紛
失
、
き
損
し
た
と
き
の
手
続
き
は
？

　

次
の
場
合
は
、
個
人
番
号
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出

し
、
年
金
手
帳
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

〇
年
金
手
帳
を
紛
失
ま
た
は
き
損
し
た
と
き

〇
届
出
に
よ
ら
ず
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
異
動
情
報
に
基
づ
き
、
氏
名

変
更
が
行
わ
れ
た
と
き

【
手
続
先
】

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
任

意
加
入
被
保
険
者
の
場
合
…
市
役
所
健
康

保
険
課
国
保
年
金
係

②
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
船
員
保
険
の
被

保
険
者
の
場
合
…
勤
務
す
る
事
業
所
を
経

由
す
る
か
、
直
接
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
年
金
事
務
所

③
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
場
合
…

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
の
所
在
地
の

管
轄
す
る
年
金
事
務
所

④
最
後
に
加
入
し
た
年
金
制
度
が
国
民
年

金
で
あ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
任

意
加
入
被
保
険
者
で
あ
っ
た
場
合
…
被
保

険
者
で
あ
っ
た
最
後
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
年
金
事
務
所

⑤
最
後
に
加
入
し
た
年
金
制
度
が
厚
生
年

金
保
険
ま
た
は
船
員
保
険
の
場
合
…
被
保

険
者
で
あ
っ
た
最
後
の
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

⑥
最
後
に
加
入
し
た
年
金
制
度
が
国
民
年

金
で
あ
り
、
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た

場
合
…
被
保
険
者
で
あ
っ
た
最
後
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

※
②
・
③
・
⑤
・
⑥
は
、
郵
送
の
場
合
は

福
岡
広
域
事
務
セ
ン
タ
ー
で
も
可

【
郵
送
手
続
先
】

　

〒
８
１
２
‐
８
５
７
９

　

福
岡
市
博
多
区
榎
田
１
‐
２
‐
５
５
Ａ

Ｐ
榎
田
ビ
ル

　

福
岡
広
域
事
務
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
２
‐
４
１
１
‐
３
３
７
３

【
留
意
事
項
】

　

共
済
組
合
の
み
加
入
の
方
は
、
年
金
手

帳
で
は
な
く
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の

再
発
行
を
請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

…
自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
者
、
学
生
お

よ
び
無
職
の
方
と
そ
の
配
偶
者
の
方
な
ど

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

…
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
等
に
加
入

し
て
い
る
会
社
員
や
公
務
員
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
な
ど

【
事
例
１
】

　

テ
レ
ビ
の
制
作
会
社
を
名
乗
る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
所
得
は

５
０
０
万
円
よ
り
上
で
す
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
た
が
、「
答
え
ら
れ

な
い
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

　

後
日
警
察
の
協
力
団
体
を
名
乗
る
人
か
ら
、「
テ
レ
ビ
番
組
に
関

し
て
電
話
が
な
か
っ
た
か
。
捜
査
で
押
収
し
た
名
簿
に
名
前
が
登
録

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

消
防
署
の
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら
の
電
話
で
、「
一
人
暮
ら
し
か
」

と
聞
か
れ
、「
は
い
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。「
災
害
時
に
す
ぐ
に
救

助
で
き
る
よ
う
確
認
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
が
不
審
だ
。

◆
実
在
す
る
機
関
や
企
業
、
家
族
を
か
た
り
、
家
族
構
成
や
資
産
状

況
等
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
「
ア
ポ
電
」
と
思
わ
れ
る
電
話
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
着
信
番
号
通
知
や
録
音
機
能
を
活
用
し
、
誰
か
ら
の
電
話
か
分

か
っ
た
上
で
電
話
に
出
る
な
ど
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
心
当
た
り
の
な
い
着
信
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、「
◯
◯
で
す
」

と
自
分
の
名
前
を
名
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
構
成
や
資

産
状
況
を
聞
か
れ
た
ら
、
会
話
を
続
け
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
特
に
高
齢
者
等
に
対
し
て
は
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で
も
、
身

近
な
人
を
見
守
り
、
様
子
の
変
化
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑯市政の窓



Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
ト
ヨ
タ
、
国
際
宇
宙
探

査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
に
合
意
！

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
以
下
、
ト
ヨ

タ
）
は
、
国
際

宇
宙
探
査
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
の
、

協
業
の
可
能
性

を
検
討
し
て
行

く
事
に
つ
い
て

合
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
1
弾
と
し
て
、「
燃
料
電

池
車
技
術
を
用
い
た
、
月
面
で
の
有

人
探
査
活
動
に
必
要
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

『
有
人
与
圧
ロ
ー
バ
』」
の
検
討
を
さ

ら
に
加
速
し
ま
す
。
こ
の
有
人
与
圧

ロ
ー
バ
は
、
月
面
で
１
万
㎞
以
上
の

走
行
を
可
能
に
し
ま
す
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

宇
宙
科
学
技
術
館
Ｇ
Ｗ
中
の
開
館

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

【
開
館
日
】

　

４
月
27
日（
土
）〜
５
月
６
日（
月
）

【
休
館
日
】
５
月
７
日
（
火
）

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▲春の星座

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

２
０
１
９
開
催
！

平
成
30
年
度
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５　

平
成
31
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
初

級
編
・
中
級
編
・
上
級
編
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地

域
で
の
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
や
日
常
生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
等
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

今
回
は
初
級
編
・
中
級
編
を
修
了
さ
れ
た
方
々

の
う
ち
12
名
が
上
級
編
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
や
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
市
の
介

護
予
防
事
業
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
等
の
学
習

や
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
元
気
ア
ッ
プ
教
室
な

ど
の
実
地
研
修
等
に
参
加
し
、
最
終
日
の
３
月

18
日
（
月
）
に
修
了
証
と
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

証
明
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
サ
ロ
ン
や
元
気
ア
ッ
プ
教
室

の
支
援
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
活
動
支
援
、
地
域
の

サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
の
支
援
等
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
級
編
・
中
級
編
を
修
了
さ
れ
た
方
々

も
含
め
地
域
で
の
介
護
予
防
事
業
へ
の
協
力
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
等
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

有人与圧ローバ大
き
な
星
座
が
ひ
し
め
く
春
の
星
座

　

３
月
か
ら
５
月
頃
に
か
け
て
、
夜

に
見
や
す
い
位
置
に
あ
る
星
座
の
事

【
開
催
日
】
５
月
26
日
（
日
）

【
時
間
】
10
時
〜
16
時

【
場
所
】
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー 

　

今
年
は
海
上
保
安

庁
灯
台
１
５
０
周
年

記
念
事
業
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
、
普

段
立
ち
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
種
子
島
灯

台
の
一
般
公
開
等
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
フ
ァ

ン
！
フ
ァ
ン
！
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
！
Ｈ
Ｐ

（http://fanfun.jaxa.jp

）
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▲口腔機能講座

を
「
春
の
星
座
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
だ
寒
さ
が
残
る
春
の
夜
空
に
は
、

北
斗
七
星
で
有
名
な
「
お
お
ぐ
ま
座
」

や
「
う
し
か
い
座
」「
お
と
め
座
」、「
し

し
座
」
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

⑰ 市政の窓



客室清掃スタッフ 募  集
客室清掃（ベッドメイク）スタッフ…５名
◆給与  時給 800 ～ 900 円

◆時間  9：00 ～ 14：00

◆雇用保険（失業保険）あり

◆勤務地  ホテル・レクストン種子島内

※詳しくはお問い合わせください。

株式会社  岩﨑ビルサービス  
熊毛郡中種子町野間 3222 番地 2

☎ 0997-27-2550

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

小
𦚰　

碧る

い月

男
宏
之

尚
代

上
之
原
町

山
﨑　

よ
し
の

女
弘
喬

晴
海

松
畠

鎌
田　

美み
れ
い玲

女
稜

美
紀

神
奈
川
県

榎
本　

ひ
よ
り

女
英
隆

成
美

納
曽

中
村　

美う

た詠

女
敬
志

美
佳

小
牧

横
川　

陽ひ
な
た咲

女
祥
吾

朱
萌

兵
庫
県

　

師　

旭
あ
き
ら

男
光
基

沙
耶
佳
野
首

田
中　

陸り
く
と斗

男
剛
二

さ
ち
子
川
迎

長
瀬　

凪な
ぎ
と叶

男
翼

ま
り
あ
塰
泊

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
４
月
15
日
受
付
分
）

や
か
な
か
な
か
ななななななななな
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
をををを
お
を
お
を
お
を
お
祈
り
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た

う
ぶ
ご

え

戸籍の窓

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

長
山　

フ
ク
エ
花
里
崎

長
山　

時
治

栗
田　

由
一

番
屋
峯

栗
田　

千
代
枝

春
村　

キ
ヌ
ヱ
川
迎

春
村　

正
己

野
元　

義
孝

桃
園

野
元　

キ
ミ

太
田　

フ
タ
ミ
田
之
脇

太
田　

實

長
野　

晶
子

花
里
崎

長
野　

ヤ
ス
子

赤
木　

次
男

庄
司
浦

赤
木　

キ
ミ
子

平
瀬　

久
美
子
納
曽

柳
田　

泰
夫

中
原　

サ
ト

池
田

中
原　

康
時

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
ご
寄
付
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族

の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
月
受
付
分
）

香
典
返
し
寄
附

（

香
典
返
し
寄
附

社
協
だ
よ

り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
４
月
15
日
受
付
分
）

お
く
や

み

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

大
久
保　

ナ
ミ

97

美
浜
町

羽
生　

重
春

86

沖
ケ
浜
田

松
田　

耕
治

67

花
里
崎

鎌
田　

ツ
ネ

106

古
田
上
之
町

落
合　

登

90

奥

平
原　

律
子

76

大
崎

榎
本　

千

72

現
和
下
之
町

古
田　

エ
ツ

84

沖
ケ
浜
田

渡
瀬　

エ
ミ

87

浅
川

和
田　

サ
ノ
ヱ

93

久
保
田

ご
結

婚（〜
４
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

宮
下　

謙
一　
　
　

福
岡
県　

　
　

＆

西
田　

万
弥　
　
　

福
岡
県

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

重
原　

貴
士　
　
　

奄
美
市　

　
　

＆

石
原　

愛　
　
　
　

川
迎

安
藤　

大
希　
　
　

宮
崎
県　

　
　

＆

宗
像　

未
奈
子　
　

宮
崎
県

横
川　

休
三

91

武
部

宮
野　

哲
郎

90

美
浜
町

松
下　

貞
夫

87

里
之
町

廣
瀬　

一
郎

95

松
畠

牧
内　

テ
ル
子

83

浅
川

長
野　

樹
未

78

上
石
寺

川
野　

ハ
ツ
子

90

池
野

栁
川　

満
志

93

柳
原

宮
野　

ハ
ツ
キ

102

川
氏

小
倉　

畩
夫

91

立
山

区　分 島内産 島外産
入荷量 42 トン 21 トン（50％） 21 トン（50％）
取引額 965 万円 626 万円（65％）339 万円（35％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 313 13 5,320 355
葉 茎 菜 類 2,480 294 6,111 549
果 菜 類 1,059 289 3,094 955
そ の 他 11,120 1,960 2,717 720
小 計 14,972 2,556 17,242 2,579

果
物
類

かんきつ類 3,357 688 133 24
果 瓜 類 0 0 20 4
そ の 他 1,801 2,061 2,571 562
小 計 5,158 2,749 2,724 590

鳥卵・加工品等 437 172 894 219
花　類 33,193本 782 0 本 0

青
果
状
況
【
３
月
】種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
５
月
の
休
み
》
１
日
・
４
日
・
５
日
・
８
日
・
12
日
・

15
日
・
19
日
・
22
日
・
26
日
・
29
日

広告

内内

スス

福
吉　

達
也　
　
　

鹿
児
島
市

　
　

＆

木
佐
木　

美
幸　
　

上
石
寺

渡
邊　

仁　
　
　
　

榕
城
中
目

　
　

＆

竹
田　

さ
き　
　
　

峯

⑱市政の窓



広
告
の
ひ
ろ
ば
裏
表
紙
へ
続
く

広告

暮らしの窓
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3599 4031 7630 3861
上西 241 265 506 280
下西 1028 1151 2179 1167
国上 507 549 1056 575
伊関 186 200 386 209
安納 191 209 400 223
現和 590 617 1207 668
安城 142 146 288 165
立山 48 43 91 51
中割 43 47 90 55
古田 177 212 389 197
住吉 394 455 849 484

［校区別］

［人口］
全体 15,071 人（－ 319）
男性 7,146 人（－ 176）
女性 7,925 人（－ 143）
［世帯数］
7,935 世帯（－ 121）
（　）内の数字は前月比

3 月末現在人口・世帯

［火　災］
出火件数　 0 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　82 件
うち急病　53 件

3 月分火災・救急

発生件数　 8 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 8 人

4 月 10 日現在（累計）
交通事故

広告

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一
人
一
点

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
咲
く
花
よ
り
だ
ん
ご
恵
比
寿
顔
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
花
も
全
開

ム
チ
ム
チ
の
お
尻
振
り
ふ
り
ゴ
ー
ル
す
る
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
に
一
歳
の
肖に

菜な

山
並
に
頭
だ
け
観
る
屋
久
の
島
西
日
が
照
ら
す
石
の
峯
よ
り

春
め
ぐ
り
花
は
咲
き
そ
め
年
重
ね
感
謝
の
気
持
卒
寿
を
祝
う

新
元
号
万
葉
集
か
ら
典
拠
す
る
初
の
国
書
で
令
和
寿こ

と
ほぐ

小
春
日
和
う
ぐ
い
す
の
声
響
き
し
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
心
が
和
み
し
ひ
と
呼
吸

ど
こ
と
な
く
亡
夫
の
姿
に
ね
む
の
花
似
て
咲
き
た
れ
ば
手
折
り
て
飾
り
ぬ

夫
逝
き
て
春
の
彼
岸
で
二
十
年
思
い
出
さ
る
る
金
沢
の
旅

八や
た
り人

生あ

れ
三
十
一
人
の
死
者
の
数
市
報
哀
し
も
限
界
集
落

書
き
上
げ
て
張
ら
れ
し
習
字
見
上
げ
い
る
ホ
ー
ム
の
老
ど
ち
頬
ゆ
る
ま
せ
て

故ふ
る
さ
と郷
で
退
職
待
ち
続
け
る
母
一
人
帰
り
来
た
れ
ど
思
い
届
か
ず

風
本
の
潮
騒
遊
ぶ
卯う

げ
つ月

浜
波
の
り
人
は
大
波
と
ら
え

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
さ
え
ず
る
鳥
の
声
聞
け
ば
春
の
来
た
こ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る

あ
た
た
か
き
陽
射
し
を
あ
び
て
使
お
う
か
ま
だ
用
も
な
し
冷
え
た
爪つ

め

切
り

馬
毛
島
よ
ど
こ
へ
も
往
く
な
馬
毛
島
よ
母
な
る
種し

ま
子
島
の
悲
痛
な
叫
び

春
風
が
別
れ
の
時
に
後
を
追
う

桜
園
・
今
井
多
輝
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

松
畠
・
川
野
由
美
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

小
牧
・
田
上　

那
枝

横
山
・
中
目
健
一
郎

西
俣
・
西
田　

治

わ
ら
び
苑
・
馬
場
ツ
ギ
エ

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

中
野
・
吉
原　

昭
保

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
こ
う
じ

⑲ 市政の窓



広
告
の
ひ
ろ
ば

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295
[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

℡
0997‐

22‐
0476

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

18
Ｐ
か
ら
続
く

種子島医療センター

新装開店
大売出し中

ろくろ体験無料（要予約）

※詳しくは TEL 下さい

～土ねりから窯焚きまで～

教室生募集！

陶房六大（上西）0997-23-2612

3 5日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!


